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第1 章 産業振興プランの改定にあたって 

１．産業振興プランの位置づけ 

平成２３年３月に策定された産業振興プラン（以下、現行プラン）は、市政運営の

長期的、総合的指針になる「第４次基本構想・前期基本計画」を踏まえ、１０年後の

将来像（多様で豊かな市民力による“黄金井ビジネス”の創造を目指して）を見通し

ながら１０年間の産業の目指すべき方向と取り組みを整理するとともに、平成２７年

度までの前期５年間の基本計画を策定したものです。 

策定時点と比較して、ＪＲ中央本線駅周辺の基盤整備の進展や本市の人口構成の変

化（老年人口の増加、単身世帯及び核家族世帯の増加）など、本市の産業を取り巻く

環境は急速に変化しています。特に人口は、国立社会保障・人口問題研究所による人

口推計によれば、平成３２年をピークに減少に転じることが予測されています。 

こうした状況を踏まえて先述の将来像を達成するため、後述の方針にもとづき中間

期の改定を行い、平成３２年度までの後期５年間の基本計画を策定するものです。 

 

 

■１－１ 市の上位計画と産業振興プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 【上位計画】 

 
第４次基本構想 

長期総合計画・前期基本計画 

平成 23年 3月 

 

産業振興プラン 

平成 23年 3月 

 

〔平成２２年度〕 〔平成２７年度〕 〔平成３２年度〕 

小金井市 

まち・ひと・しごと創成 

総合戦略 

平成 28年 3月 

第４次基本構想 

長期総合計画・後期基本計画 

平成 28年 3月 

 

産業振興プラン（改定） 

平成 28年 3月 
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２．産業振興プラン改定の目的 

現行プランは、ＪＲ中央本線の高架化や武蔵小金井駅南口の駅前広場の整備が進み、

まちの様子も大きく様変わる一方で、経済の低成長や少子高齢化の進行が相まって産

業を取り巻く状況が先行き不透明なものとなりました。こうした状況下において、消

費者、商業者、事業者、学生、市民団体等の市民の皆様の英知を結集し、市民が一体

となった「多様で豊かな市民力による産業の活性化」を目指し、基盤づくりと商業・

工業・まちなか観光の分野別の前期５年間の取り組みを整理し策定したものです。 

策定後の５年間で、産業振興プラン推進室「黄金井の里」が推進役となり、基盤づ

くりや各分野の取り組み推進が図られてきましたが、分野別の取り組みによる一層の

産業振興には限界があり、今後の更なる産業振興に向けては、分野間の連携やコラボ

レーションが必要不可欠なものとなっています。 

今回の改定では、上位計画との整合を踏まえながら、現行プランの基本方針、基本

理念及び推進目標の成果と現状を評価するとともに、近年の本市の変化や取り組み状

況を踏まえ、産業の付加価値化、本市の特性を活かした産業及び担い手の育成、中間

支援組織の立ち上げと支援事業の展開に視点を置き、「実効性・実行性のある取り組

み事業としての再構築」を行うことにより、「多様で豊かな市民力による産業の活性

化」を実現することを目的としています。 

■１－２ 現行プランにおける将来像及び施策体系 
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【基本方針】 

産業振興プランの目指す将来像 

～多様で豊かな市民力による“黄金井ビジネス”の創造をめざして～ 

商業者、事業者の 

取り組み意欲の継続とたゆまぬ努力 

 

３．情報の体系化と受発信力の強化 

２．地域資源の活用による回遊性の

創出 

１．市民力の活用 

 

【推進目標】 

３．市民の力、地域資源を活かし、回

遊性のある黄金井らしいまちな

か観光産業の振興を図ります 

２．産学民公の協働による、小さくて

もきらりと光る工業の育成を図

ります 

１．個性が光る“黄金井の商業”を目

指します 

 

 

 

・市民力の活用 
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第2 章 産業振興プラン（前期５年間）の総括 

 

１．産業振興プラン（前期５年間）の施策評価 

現行プランでは、平成２３年度から平成２７年度までの５年間で取組む１６の推進

事業を掲げています。この１６事業に関する評価を以下に整理します。 

評価にあたっては、各事業で主体となっている団体等に、事業実績と課題について

ヒアリングを行いました。 

≪ヒアリング実施概要≫ 

実 施 期 間：平成２７年８月４日（火）～１３日（木） 

ヒアリング対象：小金井市、黄金井の里、江戸東京野菜でまちおこし連絡会、 

東小金井南口商店会、黄金や、黄金井名物市実行委員会、 

株式会社タウンキッチン、農工大・多摩小金井ベンチャーポート 

 

≪評価：事業実績と課題≫ 

 

① 基盤づくりに関連する事業の評価（３事業） 

〔該当事業とヒアリング対象〕 

1）黄金井人材（財）活用の基盤づくり事業（黄金井の里） 

2）地域資源活用プロジェクト事業（江戸東京野菜でまちおこし連絡会） 

3）産業振興情報受発信強化事業（黄金井の里） 
 

■人材ストックの活用と江戸東京野菜のビジネスモデル化が課題   
〔事業評価〕 

①産業振興プランにおける各事業から、観光案内人、市民レポーター、大学との連携が生

まれ、人材ストックの蓄積が進んだ。 

②江戸東京野菜を農業者が復活栽培し、商業者（飲食業者）がこの野菜を使った名物料理

を考案する「食」の取組みに加え、「衣食住」が楽しめるまちづくりを推進している。 

野菜の供給体制（農家・ＪＡ）、事業の運営体制の見直し・再構築（江戸まち連の役割強

化）、市とＪＡとの連携のあり方の整理が課題である。 

③黄金井の里、観光協会においてホームページを整備し、ＦａｃｅｂｏｏｋなどのＳＮＳ

での情報拡散にも取り組んだ。平成２５～２６年、小金井をテーマに学生を対象とした

映像コンテストを実施し、優秀作品を制作した学生には黄金の里で使用する映像の制作

を依頼するなど、プロモーション映像を作成する仕組みを構築した。３～４年で卒業し

てしまう学生との取り組みをどのように継続させるかが今後の課題である。 
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②推進目標別の事業評価 

 

②－１ 個店が光る商業活動の推進に関する事業の評価（６事業） 

〔該当事業とヒアリング対象〕 

1）商店街振興モデル地区事業（東小金井南口商店会） 

2）商店街イベント支援事業 

3）個性が光る店舗づくり事業（黄金井の里） 

4）地域活性化賑わい事業（黄金や） 

5）黄金井名物市支援事業（黄金井名物市実行委員会） 

6）商業サポーターづくり事業 
 

■イベント開催のような単発的な取組から脱却し、持続的な商店街

振興につながる仕掛けづくりが課題  
〔事業評価〕 

①商店街振興に関する事業としては、東小金井駅南口を含むエリアで交通規制の社会実験

を通して「商業振興モデル地区基本計画」を策定し、歩行者を優先した買い物環境づく

りの方向性を定めた。 

また、東京都の商店街活動を支援する補助制度は、毎年、１０～１５件の申請があるが、
商店街の体力が落ちていることから利用数は減少傾向である。夏祭りや歳末セールなど
商店街の従来からある取り組みがほとんどだが、東小金井駅高架下の商工会ギャラリー
の整備や小金井十五夜場留の実施など、新たな取り組みも行った。 

イベント事業が中心となっており、継続的な商店街振興につなげるための取組が課題で

ある。 

②個店の魅力づくりに関する事業としては、市内の事業者をゲストに招き、小金井に住む

人、学ぶ人、働く人を対象にしたセミナー「こがねい日曜日」を平成２４年から毎年実

施している。 

また、市内の店舗のアンテナショップ的な役割として、東小金井駅南口に「黄金や」を

立ち上げ、施設整備を行った。オープン後の直近２ヵ年で売上は上がったが、販路拡大

と安定的な運営を行うための利益確保が課題である。 

③黄金井名物市は商店街の販促イベントとして定着しており市民にも認知されている。次

の展開として、グレードアップし、商工まつりに位置づけたい。 

 また、市民力を活用した商業サポーターの取組を実施し、新たに学生や市民レポーター

など人材が確保された。 
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③産学民公の協働による工業の育成に関する事業の評価（４事業） 

〔該当事業とヒアリング対象〕 

1）ベンチャー・ＳＯＨＯ事務所整備事業（株式会社タウンキッチン） 

2）起業・コミュニティビジネス支援事業（株式会社タウンキッチン） 

3）ＶＰ入所企業支援事業（農工大・多摩小金井ベンチャーポート） 

4）市内事業所連携支援事業（農工大・多摩小金井ベンチャーポート） 
 

■先進的な取組となっている創業支援の強化による工業を含めた産業

の担い手づくりが課題                     
〔事業評価〕 

①平成２６年４月に東小金井事業創造センター「ＫＯ－ＴＯ」（以下、「ＫＯ－ＴＯ」とい

う。）がオープンし、年間５０名以上が利用している。利用者の属性は３０～４０代が中

心、業態としてはフリーランス／クリエーター系が多く、ファブレスや商社が多いこと

も特徴であり、生活都市（住宅街）における小さな企業誘致につながる施設となってい

る。 

また、近隣の行政からの視察も多く、中小企業庁の事例でも取り上げられたことなどか

ら、先進的な取組であることも伺える。 

②農工大・多摩小金井ベンチャーポート（以下、「ＶＰ」という。）は開設して７年を経過、

全国の同様の施設と比べ入居率が高く、１４社入居（満室）。５年超の企業は４社ある。 

設備が整っており、賃料が安い施設は都内にはなく、都心への交通利便性も良いことが

強みであり、小金井市は研究開発に良い環境であることが評価されている。 

これまで８社の企業が市内に定着したが、移転先をいかに見つけるかが毎回持ち上がる

課題である。 
 
④回遊性のある黄金井らしいまちなか観光産業の振興に関する事業の評価（３事業） 

〔該当事業とヒアリング対象〕 

1）来街者誘致案内観光促進事業（小金井市観光協会） 

2）観光案内施設整備事業（小金井市観光協会） 

3）観光イベント支援事業（小金井市） 
 

■広域的な回遊性の強化が課題                  
〔事業評価〕 

①まちなか観光案内人の育成を進めており、平成２３年度に第 1 期生を募集・育成し、１

４名が登録。平成２６年度に第２期生を募集・育成し、４名が登録。月２回の例会を行

い、勉強会等を通じて、案内技術のスキルアップを図っている。 

ボランティアガイドの登録者が増え、安定的に実施できる体制が整った。今後、積極的

なＰＲ活動や、まちなかの店舗との連携や新たなルートの整備が課題である。 

また、平成２６年から４市（三鷹市、府中市、調布市、小金井市）で観光連絡会を設け

て情報交換を行っており、このうちの３市（三鷹市、調布市、小金井市）でレンタサイ

クルを用いた連携事業を行うなど徐々に広域連携を実施しているが、各市の広域連携に

対する温度差もあるため、気運の醸成が課題となっている。 

②観光案内施設に関しては、交流センター等も候補にあがったが、結果として整備には至

っていない。ＪＲ武蔵小金井駅直近における観光案内施設の整備は継続的な課題である。 

現在、ＪＲ武蔵小金井駅・東小金井駅構内のコンシェルジュ・デジタルサイネージと連

携し、駅におけるＰＲ活動を行っている。また、観光協会のホームページの充実を図り、

情報発信の強化を行っている。 
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２．産業振興プラン（前期５年間）の総括と課題 

現行プランに掲げた１６の推進事業の評価を踏まえ、平成２３年度からの５年間の取

組についての総括と今後の課題を以下に整理します。 
 

①  「商業」、「まちなか観光産業」に係る事業を中心に、各事業を進める中で基本方

針に掲げる３つの方針(※１)の基盤づくりが進められました。特に、市民力の活用

に関しては、観光案内人、市民サポーター、大学との連携、江戸東京野菜における

農家、飲食店等との連携などが進み、人材のストックができました。 

今後、市民等が新たな事業や活動を行う際に、人材ストックを活用できる仕組み（ネ

ットワーク）を整備することが課題です。 
 

②  「工業・コミュニティビジネス」に係る事業から、新たな視点での産業振興の取

り組みが生まれており、周辺都市をリードする、小金井市の特色となりうる可能性

が高い(※２、３)ことが確認されました。 

今後、創業支援を施策として明確化し、例えば、製造部分を切り離したクリエータ

ー系や研究開発型の都市型産業を新たな特色として打ち出すことが課題です。 
 

③  「観光」に係る事業から、周辺の観光協会の連携やレンタサイクルを活用した取

り組みを通じ、広域観光のネットワーク化といった動きが生まれつつあります。 

今後、これまで個別の市で対応してきたことでも、より大きな成果を求めるために

は、広域的な連携のもと効率的・効果的な事業に取り組むといった視点を持つこと

が課題です。 
 

④  これまでの「商業」、「工業」、「まちなか観光」という分野の中での取り組みでは、

将来像の実現に向けての展開に限界があります。 

今後、農業も含め小金井市の特色あるテーマのもとで、ビジネス的な繋がりや市民

力を活用した取り組みを小金井市の産業振興のモデルとして構築することが課題で

す。 
 

⑤ ①から④を推進するにあたっては、小金井市の産業振興に資するビジネスをコー

ディネートする中間支援組織を要とした体制構築が重要となります。 

今後、産業振興を推進するためには今まで以上に中間支援機能の強化を図るととも

に、単なる発信に留まらない利活用を意識した情報受発信の手法を考案することが

課題です。併せて、中間支援組織を含む事業全体を適切に評価する体制を整備する

ことが必要になります。 

※１：「市民力の活用」、「地域資源の活用による回遊性の創出」、「情報の体系化と受発信力の強化」 

※２：ＫＯ－ＴＯにおける創業支援の取組は、周辺都市をリードする特色ある取組。ＫＯ－ＴＯにおける

事業者は、３０～４０代を中心に市内又は近隣市に居住する方も多い。 

高学歴の女性は、子育て等により限られた時間でしか働けないことから、身近な場所で限られた時

間を活用する傾向もあり、小金井市ではこのような女性の創業マッチングの可能性が高い。 

※３：ＶＰでの入居率が高いことからも、小金井市は研究開発に良い環境であることが伺える。高収益企

業の市内集積と定着が課題であり、都市型新産業（先端企業）の集積地としての環境整備（ＶＰか

らの移転先）が求められる。 
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第３章 小金井市の特性と産業振興に向けた今後の取り組み分析 

１．小金井市の特性 

（１）小金井市の人口特性 

 

 

 

 

 

 

 
 

小金井市の人口・世帯数は、ゆるやかに増加し続けていますが、将来の人口予測で

は、平成３５年をピークに人口減少がはじまるものと推測されます。 

年代別にみると、高齢化は進んでおり、高齢者単身世帯も増えていますが、その一

方で、直近の調査ではわずかながら年少人口が増加に転じています。 

小金井市内には、生産年齢人口の居住者が多く生活しており、平成２６年度では生

産年齢人口の転入超過となっていますが、年々高齢化が進む状況にあります。 

平成２２年の国勢調査によると、夜間人口に対する昼間人口指数は８６．４％とな

り、日中は流出超過となっています。 

しかし、市内には東京学芸大学、東京農工大学、法政大学の３つの大学と東京工学

院専門学校があることから、通学者は流入超過となっています。 

以上のことから、小金井市のまちは、『通勤者のベッドタウン』として機能しており、

また、学校が多く、自然も残る環境を維持していることから『教育特性が高く暮らし

やすいまち』であるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人口からみたまちの特性】 

①高齢化は進んでいるが、生産年齢人口を維持しており、『通勤者のベッドタウン』と

しての機能を有している。 

②大学が多く、自然も残る環境を維持していることから『教育特性が高く暮らしやすい

まち』であり、直近では年少人口が増加に転じている。 

③一方で、将来的には平成３５年以降、人口減少が始まると推測される。また、相対的

に高齢者の割合が増えることも推測される。 

 

■３－１ 人口の推移と転入数の状況 

注１）年少人口とは０～１４歳、生産人口とは１５～６４歳、老年人口とは
６５歳以上を指す。 

注２）各年１月１日現在 
注３）平成７年、平成１２年は、外国人登録人口は含まない。 
資料：こがねいデータブック２０１４（平成２６年以前）、平成３２、３

７年は国立社会保障・人口問題研究所（平成２５年３月推計） 
 

総数 0～14歳 15～64 65歳以上
 60 -88  261 -113

総数 0～14歳 15～64 65歳以上
-61 -47  54 -68

総数 0～14歳 15～64 65歳以上
 121 -41  207 -45

総      数

男

女

転入超過数（－は転出超過）
平成26年度

注１）日本人の移動 
資料：住民基本台帳人口移動

報告（２０１４） 
 

14,427 13,945 13,704 13,544 14,100 12,349 11,521

77,477 77,226 79,505 79,223 79,620 81,832 80,576

12,966 15,942 18,594 21,119 23,281 28,578 30,559
104,870 107,113

111,803 113,886 117,001
122,759 122,656
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(12.3%)

(73.9%)

(13.8%)
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■３－３ 年齢別人口の推移 

■３－４ 世帯数（世帯別）

の推移 

注）その他は、「三世代世帯」や「非親族世帯」などを含む 
資料：こがねいデータブック２０１４ 

資料：こがねいデータブック２０１４ 

世帯数
高齢単身
世帯数

平成17年 51,345 4,218
平成22年 57,613 4,937

■３－５ 世帯数・高齢単身世帯数の推移 

■３－２ 将来人口推計 

資料：小金井市 
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注１）年少人口とは０～１４歳、 
生産人口とは１５～６４歳、
老年人口とは６５歳以上を
指す。 

注２）各年１０月１日現在 
注３）平成７年、平成１２年は、 

外国人登録人口は含まない。 

資料：こがねいデータブック２０１４（平成２６年以前）、平成３２、
３７年は国立社会保障・人口問題研究所（平成２５年３月推計） 
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（２）小金井市の産業特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣市と比較した産業別事業所数及び従業者数をみると、事業所数、従業員数とも

に近隣市より少なく、通勤者のベットタウンという機能が強いことがうかがえます。 

小金井市の産業別従業者数をみると、「卸売業・小売業」の就業者数（国勢調査）が最

も多く、次いで「医療・福祉」、「情報通信業」、「製造業」、「教育・学習支援業」の就

業者数が多くなっています。また、特化係数を見ると「学校教育」、「学術・開発研究

機関」の数値が高く、教育・学術的環境に大きな特徴を持っていることがわかります。 

小売業は、事業所数、従業者数、年間商品販売額ともに減少しており、昨年度に実

施した基礎調査においても「経営不振」との認識を示す経営者が多くみられました。 

また、駅周辺での商店街では、各店舗経営者の高齢化や後継者の問題、ＪＲ中央本

線の高架化や再開発事業、高架下への商業施設の開設等環境の変化による人の流れの

変化などにより、個店だけでの取り組みは限界状況にあり、大学との連携、消費者参

加型の取り組みなど個店と商店街双方の魅力を高める取り組みが求められています。 

一方、工業は、事業所数が市内に２２事業所（平成２２年度）と少ないですが、自

社内での研究開発を行う企業が多数存在しており、製造品出荷額は増えています。ま

た、特許件数が１,８５４件（平成２６年９月現在）と東京市部の中でも多く、特に電

気、物理学分野の技術力を持つ企業が立地しています。 

さらに、近年では、インキュベーション施設としてＶＰ、ＫＯ－ＴＯが開設され、

多方面に渡る産業の担い手づくりが行われています。農業は、農家数、農家人口、経

営耕地面積ともに減少を続けていますが、農業産出額は平成１８年度まで２億円台で

横ばい、統計調査方法が変更となった平成１９年以降は３億円以上を維持し安定して

います。 

また、小金井市農業振興計画では、今後の課題として、担い手及び農地、生産及び

販路の確保とともに、農業の多面的機能が発揮できるよう地域ぐるみの取り組み、農

商工学連携によるブランド化や新たな販路拡大、農作業体験を通じた地域住民との交

流による魅力ある地域づくりがあげられています。 

観光について市内行事での来場者の推移をみると、「桜まつり」が２０万人台、「お

月見のつどい」が４万人前後と堅調です。また、「阿波踊り大会」は、近年、２万人台

から５万人台と伸びており、集客を担う市内行事として定着しています。 

【産業からみたまちの特性】 

①事業所数、従業員数は近隣市と比較して少ない。 

②業種では、「卸売業・小売業」、「医療・福祉」、「情報通信業」、「製造業」、「教育・学

習支援業」の就業者が多く、特化係数では「学校教育」、「学術・開発研究機関」に特

徴がみられる。 

③小売業は、経営者問題や商業環境の変化から個店での取り組みだけでは限界状況にあ

り、個店と商店街双方の魅力を高めるための取り組みが求められている。 

④工業事業所は、事業所数は少ないものの自社内での研究開発を行う企業が多数存在し

ており、製造品出荷額は増えている。 

⑤近年、VP、KO-TOが開設され、多方面に渡る産業の担い手づくりが行われている。 

⑥農業は、農地面積、農家数ともに減少を続けているが、農業産出額は安定しており、

地域ぐるみの取り組み、農商工学連携によるブランド化や新たな販路拡大等が求めら

れている。 

⑦観光について市内行事をみると、近年、「阿波踊り大会」の来場者が増えている。 
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注)平成２１年７月１日現在 
資料：こがねいデータブック２０１４ 

■３－７ 小金井市の産業大分類別従業者数、事業者数 

注) Ａ．農業,林業は、農林業センサス（平成２２年）のデータである 
資料：国勢調査 

（事業所単位：箇所、従業者数単位：人）

事業所数 従業者数

小金井市 4 0.1% 34 0.1% 330 10.6% 2,947 9.0% 2,769 89.2% 29,809 90.9% 3,103 32,790
武蔵野市 3 0.0% 22 0.0% 517 6.4% 9,684 10.7% 7,604 93.6% 80,604 89.3% 8,124 90,310
三鷹市 9 0.2% 43 0.1% 874 15.0% 12,478 18.6% 4,950 84.9% 54,603 81.3% 5,833 67,124
府中市 17 0.2% 113 0.1% 1,330 16.1% 24,812 20.0% 6,902 83.7% 99,397 80.0% 8,249 124,322
小平市 12 0.2% 82 0.1% 785 15.8% 15,047 25.2% 4,186 84.0% 44,617 74.7% 4,983 59,746
国分寺市 6 0.2% 61 0.2% 425 11.3% 3,955 10.5% 3,341 88.6% 33,652 89.3% 3,772 37,668

従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
合　計第一次産業 第二次産業 第三次産業

事業所数

■３－６ 近隣市と比較した産業別事業所数及び従業者数 

■３－８ 特化係数（※４）からみた小金井市の特性 

資料：平成２４年経済センサスー活動調査（統計局） 
※４：「特化係数」とは、地域のある産業がどれだけ特化しているかをみる係数。 
   「特化係数」＝（小金井市のＡ産業の比率）÷（全国のＡ産業の比率）…１を超えれば特化と考えられる 
 

国勢調査
就業者数 事業者数 雇用者数

　Ａ 農業，林業 350 115 119
　Ｂ 漁業 - - -
　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 11 - -
　Ｄ 建設業 2,371 202 1,357
　Ｅ 製造業 4,305 85 1,056
　Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 131 1 16
　Ｇ 情報通信業 4,589 54 512
　Ｈ 運輸業，郵便業 1,504 28 955
　Ｉ 卸売業，小売業 8,120 689 6,403
　Ｊ 金融業，保険業 2,452 38 489
　Ｋ 不動産業，物品賃貸業 1,728 292 945
　Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 3,215 160 1,104
　Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 3,026 408 3,505
　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業 1,747 288 1,450
　Ｏ 教育，学習支援業 3,809 137 4,786
　Ｐ 医療，福祉 4,636 319 4,706
　Ｑ 複合サービス事業 170 12 191
　Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 3,312 130 741
　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 2,302
　Ｔ 分類不能の産業 5,511

経済センサス
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東京都 

全 国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）平成２４年２月１日現在 
資料：こがねいデータブック２０１４ 

注）各年とも１２月３１日現在 
資料：こがねいデータブック２０１４ 

■３－９ 小売業の事業所数、従業者数、年間商品販売額推移 

■３－１０ 工業における事業所数、従業者数、製造品出荷額推移 

■３－１１ 特許件数（東京市部） 

■３－１２ 特許分野別比率（小金井市） 

注)平成２６年９月現在 
資料：地域経済分析システム 
 

1,854 

注)平成２６年９月現在 
資料：地域経済分析システム 
 

＜内訳＞ 
国立研究開発法人情報通信研究機構 1,231件 
株式会社コガネイ 197件 
株式会社ムラコシ精工 143件 
農工大ティー・エル・オー株式会社 45件 
ＶＰ入居企業 14件 
その他 224件 
合計 1,854件 
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■３－１３ 農家数、農家人口、経営耕地面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３－１４ 農業産出額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３－１５ 市内行事における来場者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）平成２４年２月１日現在 
資料：こがねいデータブック２０１４ 

注）平成２３年度の桜まつり
は、東日本大震災の影響
で中止。平成 25 年度の
桜まつりは、満開となっ
た時期が開催日より二
週間以上早くお花見の
時期を逸していたため、
来場者数が少なかった。 

 

資料：こがねいデータブック２０１４ 

資料：こがねいデータブック２０１４ 

注）平成１９年から統計調査方法が変更となっている。 
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（３）小金井市の地域資源 

 

 

 

 

 

小金井市は、郊外部の都市の中でも都心部に直結する利便性を備え、小金井公園や

野川公園などの豊富な緑、野川や湧水に代表される豊かな水資源など自然環境に恵ま

れた住宅都市です。 

また、市街地の中に大学や高校などの教育機関、研究機関が立地する文教都市でも

あります。 

このほかにも、神社や歴史ある民家などの歴史的施設、江戸東京たてもの園やはけ

の森美術館などの文化的施設、おいしいお店など隠れた名店、農地や庭先販売など魅

力的な地域の資源が数多く存在するとともに、「桜まつり」や「お月見のつどい」、「阿

波踊り大会」などの集客力・誘引力のある季節行事をはじめ、市内にある１８の商店

会で様々なイベントが開催されるなど、立地特性以外にも魅力的な要素が多数ありま

す。 

このことから、小金井市は交通の利便性と快適な生活環境を備えた住みよいまちで

あるといえます。 

 

 

 

 

 

【地域資源からみたまちの特性】 

①利便性・快適な自然環境と生活環境を備えたコンパクトな住みよい住宅都市である。 

②東京学芸大学、東京農工大学や法政大学をはじめとした多数の大学、研究機関、

多くの高等学校が市内及び近隣地域に立地する文教都市である。 

■３－１６ 小金井市内の主な地域資源・研究機関・教育施設 

■３－１７ 認定されている地域資源 

資料：中小企業基盤整備機構 
 

市町村 三類型 資源名称

小金井市 農林水産物 江戸東京野菜

小金井市 観光資源 ルバーブ

小金井市 鉱工業品 六地蔵のめぐみ黄金の水

小金井市 観光資源 小金井公園

小金井市 観光資源 江戸東京たてもの園

小金井市 観光資源 はけの道と湧水

小金井市 観光資源 六地蔵
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■３－１８ 小金井市内の主な農産物庭先販売所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３－１９ 小金井市内で開催される年間の主なお祭り・イベント 

名 称 開催時期 開催場所 

元旦ロードレース 元旦 都立小金井公園 

新春たこあげ大会 １月上旬 都立小金井公園 

小金井桜まつり ４月上旬 都立小金井公園 

ウォーキングフェスタ東京 ５月上旬 都立小金井公園 

黄金井名物市 ６月上旬 武蔵小金井駅南口フェスティバルコート 

小金井阿波おどり ７月下旬 武蔵小金井駅周辺 

わんぱく夏まつり ８月下旬 都立武蔵野公園 

お月見のつどい ９月下旬～10 月上旬 都立小金井公園 

青少年のための科学の祭典 

東京大会 in 小金井 
10 月上旬 東京学芸大学 

小金井なかよし市民まつり 10 月下旬 都立小金井公園 

農業祭 １１月上旬 武蔵小金井駅南口フェスティバルコート 

黄金丼フェア 不定期 市内飲食店 

※主な市の主催や後援の行事やイベントを掲載しています。 

※平成２７年度の開催状況を参考に作成しています。イベントの変更・廃止の可能性が

あります。 
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２．産業振興に向けた今後の取り組み分析 

小金井市の人口、産業及び地域資源における特性を踏まえ、今後５年間における産業
振興においては、ＳＷＯＴ分析(※５)から以下の取り組みが必要であると分析できます。 

■３－２０ 今後５年間の産業振興に向けた今後の取り組み分析 

（小金井市の特性） 

項 目 特 性 

人 口 ①生産年齢人口が多く、平成３５年まで人口が増加 
②昼間人口指数は 86.4％、通勤者のベットタウン 

産 業 

①事業所数、従業者数ともに近隣市より少なく、通勤者のベットタウン
という機能が強い 

②卸売業・小売業の就業者が多い 
③小売業の年間販売額は微減 
④大型店への集中、サービスウエイトの増大 
⑤自社内研究開発に強みを持った事業所が多い 
⑥農地面積、農家数は減少しているが農業生産額は安定 
⑦桜まつりなど多くの来場者のあるイベントが存在 
⑧ソーシャルビジネスの芽となる市民活動が活発。東京都市部（２６市）
においては人口当たりのＮＰＯ法人数が３番目に多い 

地域資源 

①都心部に直結する利便性と快適な生活環境を備えた住みよい住宅都市 
②緑や湧水に代表される自然、公園等自然環境が豊か 
③多数の大学、研究機関、高等学校等が立地 
④歴史や観光文化資源の存在 
⑤１８商店会でイベントを開催 

 

 

（今後５年間の産業振興に向けて必要な今後の取り組み） 

分析の視点 分析結果 

強みを活かした 
機会の活用 

①交通アクセスがよい立地特性、自然・歴史資源、大学等の集積する環
境を活かした交流人口の増 

②大学、教育産業が他都市よりも多く、若い世代も多いという特徴を活
かした産業の付加価値化 

③学びを通じたビジネス機会の創出 

強みを活かした 
脅威の克服 

④（再掲）交通アクセスがよい立地特性、自然・歴史資源、大学等の集
積する環境を活かした交流人口の増 

⑤小金井市内の豊富な人材、活動団体と連携した交流人口増につながる
取組みと消費への結び付け 

⑥農地（自然）、文化などを活用した滞在（時間消費）型サービスの普及 
⑦まちの立地特性を活かし、近隣市など広域を含めた滞在時間の拡大 

弱みの強化によ
る機会の活用 

⑧商業地が少ないものの、中央線立体交差化に伴う南北のまちのつなが
りや高架下空間を活用した商業集積 

⑨都心に近い立地特性、自然に恵まれ教育環境の良い居住環境を活用し
た生活都市を実感する職住近接の誘導 

⑩高齢化に伴い生じた需要、コミュニティを充足させる生活関連ビジネ
スの推進 

弱みの強化によ
る脅威の回避 

⑪商業施設や個人商店の支援により購買人口流失を防ぎ、既存産業の活
力を維持 

⑫商業者の世代交代など機会を捉えた業種・業態の転換による経済活動
の活発化 

 
※５：目標を達成するために意思決定を必要としている組織や個人のプロジェクトやベンチャービジネス

などにおいて、外部環境や内部環境を強み  (Strengths)、弱み  (Weaknesses)、機会 

(Opportunities)、脅威 (Threats) の４つのカテゴリーで要因分析し、事業環境変化に対応した経

営資源の最適活用を図る経営戦略策定方法の一つ。 

小金井市の特性：通勤者のベットタウンとしての機能を有する住みよい『生活都市』 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E6%88%A6%E7%95%A5
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第４章 産業振興プラン改定の方針 

１．産業振興に向けて必要な今後の取り組み 

現行プランに掲げた推進事業による、これまで５年間の取り組み総括と課題、産業振
興に向けた今後の取り組み分析を踏まえ、今後５年間における産業振興に向けた取り組
み方向は、以下のように整理されます。 

 

■４－１ 今後５年間の産業振興に向けて必要な取り組み 
（現行プランの取り組み総括と課題） 

事 業 総 括 課 題 
商業・ 

まちなか観光 
・基盤づくり、人材ストックの進展 ・人材ストックの探索及び活用でき

る仕組み（ネットワーク）整備 

工業・ 
コミュニティビジネス 

・新たな視点での産業振興の取り組
み創出（ＫＯ－ＴＯ、ＶＰ等） 

・特色ある創業支援の明確化 

観 光 
・広域的な観光のネットワーク化の

進展 
・広域連携の視点を持った取り組み 

 
 

 

 

（必要な今後の取り組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取り組みの方向性】 

1）市内の豊富な人材・活動（人材資源）や高架下・空き店舗（空間資源）、都市農業やはけ
（自然資源）などの地域資源を活用して、活力が低下している既存産業の付加価値を高
め、交流人口増や消費活動の活発化につなげることで、域内経済活動の活発化を図る。 
（既存産業の付加価値を高める）・・・・（１、３）×（①、②、④、⑤、⑥、⑧、⑨、⑩、⑪、⑫） 

2）交通アクセスがよい立地特性や自然資源が豊富な環境を生かして、付加価値を高めたビ
ジネスを組み合わせ有効活用することによって、交流人口増とともに来街者の滞在時間
の拡大を図る。 
（滞在時間の拡大を図る）・・・・（１、３）×（①、⑤、⑥、⑦、⑧） 

3）教育的環境（大学が多い、教育関連の特化係数が高いこと）を活用して、起業・創業に
つなげる学びの場や新事業・商品を生み出す場の提供、将来を担う市内の児童・生徒に
仕事体験の場の提供を通じて、地域にビジネスを生み出す人材の育成を図る。 
（教育的環境の活用）・・・・（２）×（②、③、④、⑨） 

①交通アクセスがよい立地特性、環境を活かした交流人口の増 
②大学、教育産業の多さ、若い世代の多さを活かした産業の付加価値化 
③学びを通じたビジネス機会の創出 
④教育産業を中心としたブランディングによるイメージアップ 
⑤豊富な人材、活動団体と連携した交流人口増につながる取り組みと消費への結
び付け 

⑥農地（自然）、文化などを活用した滞在（時間消費）型サービスの普及 
⑦近隣市など広域を含めた滞在時間の拡大 
⑧中央線立体交差化に伴う南北のまちのつながりや高架下空間を活用した商業
集積 

⑨教育環境の良い居住環境を活用した生活都市を実感する職住近接の誘導 
⑩高齢化に伴う生活関連ビジネスの推進 
⑪購買人口流失を防ぎ、既存産業の活力を維持する商業施設や個人商店の支援 
⑫機会を捉えた業種・業態の転換による経済活動の活発化 

〔今後の課題〕 

１ 人材ストックのネットワーク化 ３ 広域連携の視点を持った取り組み

化 

２ 特色ある創業支援 
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２．産業振興プラン改定の方針 

上位計画である「第４次基本構想後期基本計画」では、「第４次基本構想前期基本計
画」と整合を図り策定された現行プランの目標を踏まえ、目指すべき姿、理念として、
「多様で豊かな市民力による産業の活性化」が掲げられています。 
そのため、現行プランの改定にあたっては、将来像及び基本方針は現行プランを引き

継ぎつつ、今後５年間の推進目標と施策について、小金井市の特性、現行プランの事業
評価等をもとに改定を行います。 

改定の方針は、小金井市の特性、現行プランの事業評価等から、以下の通り設定しま
す。 

 

＜現行プランの改定の方針＞ 

① 生活都市としての産業振興の方向                 

 小金井市は、生産年齢人口が多く、今後も人口増加が見込まれ、通勤者のベットタウ

ンとしての機能を有することから、住みよいまちであるといった特性を持っているこ

とがわかる。この特性に「産業振興に向けて必要な今後の取り組み」を加え、「生活都

市としてまちを豊かにする」産業振興の方向を改定の視点に追加する。 

② 新たな視点での推進目標や施策の再設定             

 現行プランでは、産業振興に向けた基盤づくりが進み、特に、工業・コミュニティビ

ジネス、観光の分野では新たな視点での産業振興の取り組みや広域的な取り組みが進

展した。 

 しかし、右肩上がりの経済状況ではない昨今、過去と同様に商業、工業、観光といっ

た分野ごとの取り組みを行うだけでは、効果的な経済の活性化は図れない。 

 今後の取り組みにおいては、経済的活動を分野間の連携・ネットワーク化した施策展

開を図ることにより、相乗効果を生み出す必要がある。 

 また、従来の物資消費型の経済活動に新たな価値を与えるため、「コト消費(※６)」の

視点を加えて推進目標や施策の設定を行う。 

③ 新たな推進体制の整備                     

 これまで黄金井の里が現行プランの推進を担い、現行プランの事業を通して個々の活

動を育て、継続的な活動が生まれた。 

 今後の５年間では、個々の動きや分野間（商業・工業・農業・観光等）の連携強化を

推進する。 

 市民・各種団体等による自立した取り組みが円滑に進められるよう、また推進体制の

中心組織の役割を、活動の担い手づくりから活動のコーディネートに特化するため、

マッチングや企画、マネジメントの役割を担う中間支援機能を推進体制の中心に据え

た新たな推進体制を整備する。 

 
 
※６：製品を購入して使用したり、単品の機能的なサービ

スを享受するのではなく、個別の様々な事象が連な

った総体である『一連の体験』を対象とした消費活

動のこと 

資料：経済産業省 コト消費空間づくり研究会（第６回）‐配布資料 

（例：カフェ・セレクトショップ・映画館等（個別のサービス）⇒まち歩き（コト消費）） 
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第５章 産業振興の基本方針と推進目標 

１．産業振興の将来像と基本方針 

現行プランでは、『多様で豊かな市民力による“黄金井ビジネス”の創造をめざして』

を将来像に掲げ、市や小金井市商工会、黄金井の里、業種関係者、小金井市観光協会が

連携し、小金井の個性・独自性活かした産業振興施策に取り組んできました。 

策定から５年が経過しましたが、武蔵小金井駅南口第一地区の市街地再開発事業後に

新たな人の流れができ、ＪＲ中央本線高架下の活用が始まるなど、この間にもまちは変

化し続けています。 

今後の産業振興施策を進めるにあたっても、消費者・商業者、事業者、大学・研究機

関、学生、市民団体、市民などの幅広い人的資源、地域資源を活用した回遊性、情報の

受発信に関する基盤づくりなど、この５年間の成果を活かしていく必要があります。 

そのため、現行プランにおける将来像及び基本方針は、今回の改定にあたっても引き

継ぐものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※７：黄金井ビジネス：「生活都市としてのまちを豊かにするビジネス」と定義する。 

３．情報の体系化と受発信力の強化                    
・市内外に“黄金井の魅力”を発信し、市民や来街者が様々な形で産業への参加が可能な
情報の体系化と受発信を行う仕組みの構築・運用により、回遊者の増加、産業への参加
意識を醸成し、小金井市の産業の魅力向上と経済効果の具現化を図る。 

２．地域資源の活用による回遊性の創出                  
・公園、水、個性的店舗、オリジナル商品、江戸東京野菜、地場産農産物、市内イベン
ト、商店街イベントなど魅力的な地域資源を小金井市全体でつなげたり、近隣市との
広域連携を行うなど、他の地域にはない回遊性ある“黄金井の魅力”づくりを進める

とともに、取り組みによる経済効果を全市に波及させる。 

１．市民の力の活用                           
・商業や工業だけでなく、教育・農業・食育など産業振興に関連する様々な分野で、市
内活動者や企業リタイア者、大学・研究機関の職員等の人材、市内生活者など多様な
市内の人材と知見を活用し、地域が一体となった振興を図る。 

商業者、事業者の取り組み意欲の継続とたゆまぬ努力への支援        
・産業振興は、商業者や事業者の前向きな気持ちから生まれる。 
・取り組み意欲を失わず、創意工夫をもって自店やまちの魅力向上を目指す商業者や事業

者を支援する。 

〔産業振興の基本方針〕 

 
ふれあいと活力のあるまち 

－多様で豊かな市民力による“黄金井ビジネス(※７)”の創造をめざして－ 
 

【産業振興プランでめざす将来像】 
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２．産業振興の推進目標 

今後の産業振興にあたっては、大きく変化するまちの状況、人口増の機会をとらえ、

この５年間の中で進展した消費者・商業者、事業者、大学・研究機関、学生、市民団体、

市民など幅広い人的資源、地域資源を活用した回遊性、情報の受発信に関する基盤づく

りの成果を活かして「コト消費」の視点での展開を推進し、将来像の具現化に繋げるこ

とが必要です。 

そのため、現行プランにおける３つの基本方針の活用、展開を推進しながら、今後５

年間の産業振興に向けた取り組み方向と現行プランの改定方針をふまえ、新たな推進目

標として、産業の付加価値化に向けた「地域資源（人材資源、空間資源、自然資源等）

の活用」と「滞在（時間消費）型サービスの普及」、「学びの場を通した産業の担い手育

成」と、「生活都市にふさわしい産業の育成」、それらの推進を強力に支援する「中間支

援組織の立ち上げ」を掲げます。 

 

■５－１ 今後５年間の産業振興の推進目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜産業振興の基本方針＞ 

３．情報の体系化と 
受発信力の強化 

２．地域資源の活用 
による回遊性の 
創出 

１．市民の力の活用 

＜現行プラン改定の方針＞ 

2） 新たに「コト消費」の視点を加えた

推進目標や施策の再設定 

1） 生活都市としての産業振興の方向 

これまでの５年間の成果の活用・展開推進 

【推進目標】 

推進目標③ 

生活都市にふさわしい小
金井の産業を支援する中
間支援組織の立ち上げと
支援事業の展開 

推進目標② 

「学びの場を通した産業
の担い手育成」と「生活都
市にふさわしい産業の育
成」 

推進目標① 

産業の付加価値化に向け
た「地域資源の活用」と「滞
在（時間消費）型サービス
の普及」 
 

【１、２、2）】 【３、1）】 【1）、3）】 

3） 新たな推進体制の整備 

＜今後５年間の産業振興に向けた取り組み方向＞ 

３ 教育的環境の活用 

２ 滞在時間の拡大を図る 

１ 既存産業の付加価値を高める 
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第６章 目標の実現に向けて 

１．施策体系 

現行プランでは、「商業者、事業者の取り組み意欲の継続とたゆまぬ努力」を前提に
基本方針を掲げ取り組んできた結果、人材ストックの進展等一定の成果がありました。 
今後の５年間においても、引き続き「商業者、事業者の取り組み意欲の継続とたゆま

ぬ努力」を前提としながら、これまでの５年間で推進し培った「基盤づくり」を継続、
活用しながら、分野間の連携やコラボレーションによる産業の付加価値化、本市の特性
を活かした産業及び担い手の育成、中間支援組織の立ち上げと支援事業の展開に視点を
置き、「推進目標に合致した取り組みの支援」を行うことにより、将来像の実現を目指
します。 

■６－１ 施策体系図 

 

 

ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【基本方針】 

産業振興プランの目指す将来像 

～多様で豊かな市民力による“黄金井ビジネス”の創造をめざして～ 

商業者、事業者の 

取り組み意欲の継続とたゆまぬ努力 

 

３．情報の体系化と受発信力の強化 

２．地域資源の活用による回遊性の

創出 

１．市民力の活用 

 

【推進目標】 

③ 生活都市にふさわしい小金井の

産業を支援する中間支援組織の

立ち上げと支援事業の展開 

②「学びの場を通した産業の担い手

育成」と「生活都市にふさわし

い産業の育成」 

① 産業の付加価値化に向けた「地域

資源の活用」と「滞在（時間消費）

型サービスの普及」 

ま
ち
な
か

観
光
産
業 

商 

業 

工
業
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス 

【施  策】   

 

 

 

・市民力の活用 

 

・地域資源の活用 

 

・情報の体系化と

受発信力の強化 

（２）「学びの場を通した産業の担い手育成」と「生活都
市にふさわしい産業の育成」の推進 

②-１学びを通じたビジネス機会の創出 

②-２課題解決を図るための生活関連ビジネスの推進 

（１）「地域資源の活用」と「滞在（時間消費）型サービス
の普及」による産業の付加価値化 

①-１地域資源の活用によるビジネスの付加価値拡大 

①-２既存ストックの活用による産業創出 

①-３滞在（時間消費）型サービスの普及と広域を含めた滞在

時間の拡大 

 

 

推進目標に合致した 

取り組み支援 

 

（３）中間支援組織の立ち上げと支援事業の展開 
③-１黄金井ビジネスの発展を支援する推進組織の再編 

③-２産業振興情報受発信の強化 

※「商業」、「工業・コミュニティ」、「まちなか観光産業」と、分野ごとに施策

を進めてきたが、分野を超えた取り組みとして施策を整理する。 
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２．推進事業 

今後の５年間では、新たな推進目標に設定した３つの目標に合致する取り組みを推進

事業として位置づけ支援します。 

なお、施策イメージ欄の括弧内の表記については、イメージする際の助けとなるよう

具体的な内容を記載しましたが、あくまで例示であるためこのまま実施するものとは限

らず、施策間の連携も意識しながら機会を捉えて実施します。 

 

（１）「地域資源の活用」と「滞在（時間消費）型サービスの普及」による産業の付加価

値化に関連する施策 

施策内容 施策イメージ 

①-１ 地域資源の活用によるビ

ジネスの付加価値拡大 

・小金井らしさを感じる地域資源

を活用して、従来の事業の幅を

拡大させる、新たな事業の立ち

上げを図るなど、ビジネスの付

加価値を高める取り組みを支援

する。 

 

1）地域資源と事業者（商業、工業、農業）とのコラボレーショ

ン 

（地域資源・分野間連携による新事業の創出支援、第二創業支援、

既存産業の支援、意欲のある商店街の支援 等） 

2）農的地域資源による付加価値化 

（江戸東京野菜の安定的な供給先の確保、若年世代や新規住民へ

の江戸東京野菜の情報発信（販売所・調理体験） 等） 

3）都市型産業の育成・強化 

（ＶＰ入所企業支援、ＫＯ－ＴＯ（インキュベーション施設）と

の連携による起業支援 等） 

4）若手経営者や後継者の育成 

（若手経営者や後継者に対する経営サポートによる魅力ある個店

づくり、若手経営者等の交流・販促活動（商人倶楽部）等） 
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施策内容 施策イメージ 

①-２ 既存ストックの活用によ

る産業創出 

・ＪＲ中央本線の高架に伴う高架

下の空間や商店街における空き

店舗といった既存ストックを活

用し、商業をはじめとする産業

集積を図る取り組みを支援す

る。 

・東小金井駅高架下におけるＫＯ

－ＴＯ（インキュベーション施

設）を小金井版インキュベーシ

ョンモデルとし、創業支援と創

業事業者の市内定着の足掛かり

となる場の確保を図る取り組み

を支援する。 

1）小金井版インキュベーションモデルの普及 

（民間と連携したオフィス供給促進による創業事業者の市内定着

先の確保 等） 

2）高架下・空き店舗・空き家の活用【新規】 

（商業施設・インキュベーション施設・市民活動拠点・観光案内

拠点等としての利用方法の検討、ランドオーナー会議（空き店

舗活用をはじめ、地権者の商店街活動への理解・協力を得るた

めの協議）の定期開催 等） 

3）商店街振興モデル地区への支援 

（市内の個店や商店街のモデルとなる取組への支援 等） 

 

①-３ 滞在（時間消費）型サー

ビスの普及と広域を含め

た滞在時間の拡大 

・小金井市では、小金井公園や玉

川上水の桜、はけの道、武蔵野

公園をはじめとする散策資源や

季節行事、黄金井名物市や黄金

やをはじめとする商業販促活動

など、滞在を促す機会が提供さ

れている。 

・このような滞在を促す機会を連

携させることで、市内及び広域

での滞在時間の拡大を図り、最

終的には市内における消費活動

に結び付ける取り組みを支援す

る。 

 

1）地域資源を活かした体験型・参加型の場の提供 

（体験型・参加型イベントの企画・実施、地域資源の紹介を含め

たまち案内の企画・実施、江戸東京野菜を活用した一連の事業 

等） 

2）市民が発掘した観光資源の活用【新規】 

（農家みち、ロケ実施地の活用 等） 

3）既存事業・新規事業の連携による回遊性の創出 

（黄金井名物市や黄金やをはじめとする商業販促活動、小金井市

直売所をはじめとする農業関連事業、江戸東京たてもの園等の

文化施設事業、小金井桜まつりをはじめとする観光事業等の連

携による回遊性の創出、滞在（時間消費）型サービスを意識し

た新規事業の検討・実施 等） 

4）広域連携事業の創出 

（市内への来訪機会を増やし消費につなげるために、近隣都市と

連携したイベントの実施や都市観光ルートの設定、広域レンタ

サイクルの検討、こがねい十五夜場留の周辺都市との連携 等） 
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（２）「学びの場を通した産業の担い手育成」と「生活都市にふさわしい産業の育成」の

推進に関連する施策 

施策内容 施策イメージ 

②-１ 学びを通じたビジネス機

会の創出 

・小金井市には日本の教育の中核

である東京学芸大学があり、教

育関連の特化係数が高いという

地域特性がある。このような地

域特性を活かし、学びを通して

地域課題の抽出や活動のきっか

けづくりを進める取り組みを支

援する。 

・ベットタウンとしての特性を活

かし、職住近接の環境づくりを

進める。 

・今後活躍が期待できる「女性・

学生等」の創業・起業支援を行

う。 

・将来の創業につなげるため小中

学生に創業につながる学びの場

を作り、ビジネスを生み出す種

とする取り組みを支援する。 

1）児童・生徒向けの将来の創業につながる学びの場の提供

【新規】 

（大学との連携による講座・親子講座、小金井の商業、工業、農

業等の体験・学び講座 等） 

2）大学生のインターンシップ推進【新規】 

（大学と市内事業所との連携によるインターンシップの推進 

等） 

3）教育産業・クリエイティブ産業の育成・強化【新規】 

（大学を基軸に置き大学と連携した学習プログラムの提供や教材

の開発等を行う教育産業・クリエイティブ産業(※８)の支援 

等） 

4）女性・学生等の創業・起業支援【新規】 

（主婦をはじめとする女性や学生の創業・起業に向けた支援 等） 

5）市民と民間事業者・大学との連携による新事業を考える

場の提供【新規】 

（民間事業者・大学との連携によるコミュニティビジネス講座、

大学サテライトオフィス、学生のフィールドワークの場を提供 

等） 

 

②-２ 課題解決を図るための生

活関連ビジネスの推進 

・小金井らしいビジネスの育成に

向けて、地域課題の解消を図る

生活関連ビジネスに特化した創

業・就業支援を行う。 

・支援にあたっては、商店街等の

既存のコミュニティに新たな仕

組みを組み込むことで地域にイ

ノベーションをもたらす取り組

みを重視する。 

 

1）生活関連（子育て、高齢者支援、地域コミュニティ形成

等）型ビジネスの創出・推進【新規】 

（地域や商店街等における生活関連型ビジネスの受け皿づくり、

買い物弱者への対応（配達と見守り）、コミュニティカフェ 等） 

2）地域課題の解消に特化した創業・就業機会の創出【新規】 

（大学との連携による講座・親子講座 等） 

3）市民普請による小金井ライフスタイルのブランディング

【新規】 

（生活都市である小金井のライフスタイルのブランディング支援 

等） 

※８：クリエイティブ産業：芸術、映画、ゲーム、服飾デザイン、広告など知的財産権を持った生産物の生産

に関わる産業。創造産業。 
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（３）中間支援組織の立ち上げと支援事業の展開に関連する施策 

施策内容 施策イメージ 

③-１ 黄金井ビジネスの発展を

支援する推進組織の再編 

・これまでの産業振興プランにお

ける各事業で観光案内人、市民

レポーター、大学との連携が生

まれ、人材のストックが構築さ

れた。 

・今後は、各種団体、人材等を適

切に結び合わせ、各種取組を推

進させる中間支援的役割の強化

が求められる。 

・そのため、現行の産業振興を推

進する組織の再編強化を行う。 

 

1）中間支援機能の明確化によるビジネス推進の加速化

【新規】 

（黄金井の里の再編） 

2）各種人材、団体等の事業マッチング【新規】 

（観光案内人や市民レポーターの活用、大学と連携したまちづく

り活動 等） 

 

③-２ 産業振興情報受発信の強

化 

・黄金井の里、観光協会において

ホームページ整備、Facebook

などのＳＮＳでの情報発信の整

備を行ってきたましが、今後は

市内の産業振興関連の各種情

報、特徴的な取組の受発信の充

実を図る。 

 

1）小金井市の事業を含めた産業振興関連の情報の活用

【新規】 

（各種情報収集の仕組みづくり 等） 
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【例：地域資源と事業者（商業、工業、農業）との

コラボレーション】 

１ 年 目：地域資源や、活動主体となりうる団

体の発掘、企画の考案 

２～４年目：地域資源を活用した商品の製作、ス

トーリー付けした販売展開 

 

 

５ 年 目：商品の取り扱い規模の拡大検討と、反

省点をふまえた新たな地域資源を活

用したプロジェクト立ち上げ 

３．推進事業の展開と推進体制 

（１）推進事業の展開 
現行プランでは、市と小金井市商工会とが連携を図り、設置された産業振興プラン

推進室「黄金井の里」が推進役、調整役となって、基盤づくりや各分野の各施策や事
業の推進を行ってきました。 

武蔵小金井駅南口第一地区の市街地再開発事業後の新たな人の流れ、ＪＲ中央本線
高架下の活用が始まるなど変化し続けるまちの状況とともに、人口の増加が進む今後
においては、現行プランにおける施策、各事業で構築してきた人的資源や地域資源、
情報をフル活用し、分野の垣根を超えた連携やコラボレーションによる取り組みのア
イデアを駆使することにより、柔軟性のある幅の広い展開が求められます。 

そのため、今後は、推進目標に掲げた「①「地域資源の活用」と「滞在（時間消費）
型サービスの普及」による産業の付加価値化」と「②「学びの場を通した産業の担い
手育成」と「生活都市にふさわしい産業の育成」の推進」に基づく事業は、早期着手、

補助金の活用など適宜機会をとらえて実施するほか、市が単独で行うだけではなく、
事業者、各種団体、大学、市民等、産業振興の担い手と連携し、創意工夫により展開
を図ることとします。 

また、上記の展開を図るにあたって、「③生活都市にふさわしい小金井の産業を支援
する中間支援組織の立ち上げと支援事業の展開」に基づき、次年度より新たに設置さ
れる中間支援組織が事業運営主体の立ち上げや運営を円滑に進めるために、適切な情
報の受発信や人・団体・活動のマッチングで取り組みを支援します。 

なお、「①「地域資源の活用」と「滞在（時間消費）型サービスの普及」による産業
の付加価値化」の実現の根幹を担うものは、やる気と熱意ある活動主体であることか
ら、今後５年間においては、まず、活動主体の発掘と展開企画を行い、２年目からの
展開を目指します。 

また、「②「学びの場を通した産業の担い手育成」と「生活都市にふさわしい産業の

育成」の推進」の実現に向けては、まず、展開活動の企画と運営体制づくりが必要な
ことから、今後５年間においては、展開活動の企画と運営体制づくりに着手し、２年
目からの展開を目指します。 

■６－２ 推進事業の展開（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

活動主体の発掘と 
展開事業の企画 

① 「地域資源の活用」と「滞在（時間消費）型サービスの普及」による産業の付加価値化 
② 「学びの場を通した産業の担い手育成」と「生活都市にふさわしい産業の育成」の推進 
③  

展開事業の設定と 
展開事業の実施 

活動の総括と 
今後の課題・展開 

１年目 

２～４年目 

５年目 

支援 

③ 生活都市にふさわしい小金井の産業を支援する

中間支援組織の立ち上げと支援事業の展開 

【中間支援組織の設立による推進組織の再編と産業

振興情報受発信の強化】 
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（２）推進事業の推進体制 

現行プランでは、市と小金井市商工会とが連携を図り、設置された産業振興プラン推

進室「黄金井の里」が推進役、調整役となって、各施策や事業の推進を行ってきました。 

今後は、これまでの産業振興プランにおける各事業で構築してきたまちなか観光案内

人、市民レポーター、大学との連携、人材ストック、人的ネットワーク、情報発信ネッ

トワークを活かし、事業者、各種団体、大学、市民等幅広い活動者による展開が求めら

れます。 

そのため、従来通り市、小金井市商工会、小金井市観光協会が連携して各施策や事業

展開の推進・相談役を担うことはもちろんのこと、新たに小金井市観光協会に「人・も

の・こと・事業のマッチング」、「情報受発信」などを担う機能を付加し、主題によって

分野を問わず市内の活動主体が連携・運営する事業運営主体（実行委員会）の取り組み

をサポートする仕組みを構築することにより、多様で豊かな市民力による産業振興の実

現を目指します。 

また、事業を実施する際にはＰＤＣＡサイクルによる改善を意識することとし、推進

体制の一翼を担う中間支援組織についても評価が求められます。 

 

■６－３ 中間支援組織の役割及び体制の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

■６－４ 推進体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業振興マスタープラン（平成 23年度～平成 27年度） 

●産業振興プラン推進室 

＜これまでの役割＞ 

・産業振興プランに位置づけた各事業を

具体的に推進する組織。事業の相談や

アドバイス、調整なども副次的に実施。 

・小金井市商工会の組織として設置。 

産業振興マスタープラン（改定）（平成 28 年度～平成 32 年度） 

●中間支援組織 

＜今後の役割＞ 

・事業実施は、各事業運営組織が行うこととし、

中間支援組織は、各事業が効果的に遂行できる

よう各事業運営組織と市内活動者とのマッチン

グや相談、アドバイス等の支援を行う。 

・小金井市観光協会が組織改編し中間支援機能を

担う。 

中間支援組織の主な役割 

●各事業に対する支援機能 

・各事業運営組織による事業検討におけ

る企画調整、各種情報提供を行う。 

・事業を効果的に遂行できるよう市内活

動者等の人材マッチングを行う。 

・イベントに限らない市内の様々な情報

受発信を行う。 
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１．小金井市産業振興プラン策定委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 平成２３年３月策定の小金井市産業振興プラン（以下「現行プラン」という。）の改定を行う

ため、小金井市産業振興プラン改定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

 ( 1 ) 現行プランに定める各種施策の総括と課題に関すること。 

 ( 2 ) 現行プランの基本的方向に基づく新産業振興プランの策定に関すること。 

 ( 3 ) 産業振興施策に関すること。 

 ( 4 ) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項に関すること。 

 （委員及び委員の構成） 

第３条 委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者の中から市長が協力を依頼又は任命

し、構成する。 

 ( 1 ) 公募による市民 ３人以内 

 ( 2 ) 学識経験者   ２人以内 

 ( 3 ) 関係団体の代表 ６人以内 

 ( 4 ) 市の職員    １人以内 

２ 設置期間は、協力を依頼又は任命を受けた日から平成２８年３月３１日までとする。 

３ 市長は、委員に欠員が生じた場合は補欠委員として協力を依頼し、又は任命することができる。た

だし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選任する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

 （会議） 

第５条 会議は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、委員会の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者にも必要な協力を依頼するこ

とができる。 

３ 会議は、公開で行うものとする。ただし、会議に諮って非公開とすることができる。 

 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、市民部経済課において処理する。 

 （委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

   付 則 

 この要綱は、平成２７年４月１５日から施行し、平成２８年３月３１日限り、その効力を失う。 
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２．小金井市産業振興プラン策定委員会委員 

 

氏名 区分 

阿久津
あ く つ

 美栄子
み え こ

 公募による市民 

日野
ひ の

 絵里子
え り こ

 公募による市民 

益田
ま す だ

 智史
ともふみ

 公募による市民 

福田
ふ く だ

 敦
あつし

（委員長） 学識経験者 

正木
ま さ き

 賢一
けんいち

（副委員長） 学識経験者 

石黒
いしぐろ

 秀男
ひ で お

 関係団体の代表（商工団体） 

鴨下
かもした

 敏明
としあき

 関係団体の代表（商工団体） 

今井
い ま い

 啓一郎
けいいちろう

 関係団体の代表（商店会連合会） 

鴨下
かもした

 洋
ひろし

 関係団体の代表（観光団体） 

髙
たか

杉
すぎ

 隆行
たかゆき

 関係団体の代表（農業団体） 

長島
ながしま

 剛
つよし

 関係団体の代表（金融機関） 

藤本
ふじもと

 裕
ゆたか

 市の職員 
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３．委員会経緯 

 日時、場所 議 事 

第 1回策定委員会 平成 27年 6月 29日（月） 

午後４時～午後６時 

前原暫定集会施設 

Ｃ会議室 

 

(1) 趣旨説明について 

(2) 正副委員長の選出 

(3) 委員会の進め方及び日程について 

(4) 現行プランの事業進捗について 

(5) 現行プラン改定の方向性について 

第 2回策定委員会 平成 27年 8月 31日（月） 

午後３時～午後５時 

前原暫定集会施設 

Ａ会議室 

(1) 現行プランの総括と課題について 

(2) 現行プラン改訂の方針について 

第 3回小委員会 平成 27年 9月 28日（月） 

午後３時～午後５時 

小金井市商工会館２階 

大会議室 

(1) 産業振興の将来像について 

(2) 基本方針、推進目標について  

第 4回小委員会 平成 27年 11月 2日（月） 

午後３時～午後５時 

前原暫定集会施設 

Ａ会議室 

(1) 将来像の実現に向けた方向性の確認 

(2) 推進目標と施策について 

第 5回策定委員会 平成 27年 12月 21日(月) 

午後３時～午後５時 

小金井市市民会館 

萌え木ホール Ａ会議室 

(1) 推進体制について 

(2) 小金井市産業振興プラン（素案）について 

第 6回策定委員会 

（予定） 

平成 28年 2月 29日(月) 

午後３時～午後５時 

前原暫定集会施設 

Ａ会議室 

(1) 小金井市産業振興プラン（原案）について 

 



 

 

 


